
勉強とは何か？（本質的な問い） 

 通番 区分 テーマ ねらい・概要 スライド 使用教

材 

  Ⅰ･Ⅱ   クラスによって「問い」が異なって

くる。勉強について考えてみたいと

いう生徒が多かったクラスにおいて

「勉強とは何か」という本質的な問

いについて考えた 

    

 

時間 スライド ファシリテーション・生徒の活動・留意点など 

  

  

  

  

  

  

  

  

10 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

20 分 

  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

  

あるクラスの生徒が出した「問い」の中に「教科〇〇を学ぶ意味」とか

「なぜ勉強するのか」があった。 

このような観点から今回は「勉強とは何かについて」考える 

  

「本質的な問い」について McTighe and Wiggins“Essential 

Questions”には「本質的な問い」の諸条件として 

・オープンエンドな問いであること （唯一の正しい回答はない） 

・思考を誘発し、知的に興奮させるもの 

・より高次の思考を誘発するもの （分析や、評価、推論など） 

・重要で転移可能な概念を指し示すもの 

・さらなる問いを生み、より深い探究の火をつけるもの 

・答えそのものではなく、根拠や裏づけとなる情報を必要とするもの 

・生涯にわたって何度も問い直しをされるものということを踏まえ、足

場づくりの問いとともに生徒に考えさせる 

  

 勉強について、従来の教科の授業とこの「未来創造」の授業と相違を

含めて考えてみる 

  

  

親になった場合を想定し、自分の子どもから聞かれたときのことを考え

てみる 

  

  

クラスで出された「勉強」に対する考えを共有する 



  

  

  

  

  

  

  

  

  

30 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

40 分 

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 
  

 
  

 
  

 

 
  

  

  

  

どのような考え方に共感できるか、または同意できないか？ 

  

  

  

  

  

  

  

  

今まで勉強することによって、自分の何が変化したか、グループの

意見を聞いて自分の考えに変化が見られたか？ 

  

  

  

  

  

時代が変われば勉強や教育も変わる必要があるのか？ 

  

  

「教育について考える」の単元とも関連する事項が多いので、つな

がりを持って学ぶ 

「受動的な学習」と「主体的な学習」の違いについて考える 

  テーマを与えられた学習は自分が行うのは、PDCA の「DO」の

部分だけ → 次の PDCA につながらない 

  

自分の問いを創ることは PDCA のすべて自分が行うことになる 

特に「C」については、他者との比較ではなくなる 

  

 本日の授業で気づいたこと考えたことを出口チケットにまとめて

おく 
 

 


